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天 体 カ オ ス現 象 序 説
近畿大 ･理工学総合研 海 野 和三郎
宇宙の中に流転する万物を博物学的に記述するには,どういう数学的枠組で考えるのが適当かを議論す
る｡パラメタ空間内の分布,モード間相互作用,時系列の3つの場合につき,具体的な例で問題点を明か
にする｡
§1 5つの特徴的な場合
例として,星全体の変動全体を1つの系と考えると,この系の挙動はpmn次元空間の点群の動きとし
て記述されよう.ここで,pは星の質量,年令,化学組成といった星を分類するようなパラメタの数で
mは星の変動を支配するモー ドの数,Ilは各変動量を時間間隔 Tだけ離してとるサンプリングの数である｡
第1の場合は,m-∩-1で,量はP-空間にプロットされる｡星の進化の博物学では,進化の時間尺度が
人間の寿命より長いのでn-1で,モードは重力収縮又は核燃焼のモー ドでm-1であるから(熱不安定
性のためm-2となることもある),皇はH-R図 (p-2)にプロットされる｡第2の場合はp-1(価
々の星を扱う)で,m個の変動モードが相互作用する場合で,nについてはいろいろな場合があるが,輿
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